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北海道開拓に
夢かけた土佐の先人たち

椿原　庸夫

私
の
テ
ー
マ

は
じ
め
に

「
龍
馬
の
夢
―
北
海
道
開
拓
」
は
叶

わ
な
か
っ
た
が
、
後
に
北
海
道
開
拓
判

官
・
初
代
北
海
道
庁
長
官
の
岩
村
通
俊
、

龍
馬
の
甥
・
坂
本
直
寛
、
直
寛
の
自
由

民
権
運
動
の
同
志
・
武
市
安
哉
な
ど
、

多
く
の
土
佐
人
が
北
海
道
の
礎
を
築
い

た
。
移
住
者
は
5
、8
1
3
戸（
明
治
14

年
～
昭
和
10
年
）、屯
田
兵
（
平
時
は
農

業
、
戦
時
は
軍
隊
）
と
し
て
3
、6
4
2

戸
（
明
治
24
年
～
32
年
）
が
参
加
し
た
。

北
海
道
は
今
、「
日
本
の
食
料
基
地
」「
国

際
的
な
観
光
地
」
と
し
て
花
開
い
て
い

る
が
、
そ
の
視
点
か
ら
、
土
佐
の
先
人

た
ち
を
取
り
上
げ
た
い
。

土
佐
ボ
ー
イ

「
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」

の
名
言
を
残
し
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
は
、

札
幌
農
学
校
（
北
大
の
前
身
）
の
教
頭

と
し
て
人
材
養
成
に
当
た
っ
た
が
、
ク

ラ
ー
ク
が
「
土
佐
ボ
ー
イ
」
と
呼
び
、

そ
の
素
朴
な
気
質
を
愛
し
た
一
期
生
3

人
が
い
た
。

黒
岩
四よ

も

の

方
之
進

ク
ラ
ー
ク
は
、「
自
然
を
科
学
的
に
観

察
す
る
こ
と
」
を
重
視
し
た
。
明
治
10

年
（
1
8
7
7
）
1
月
30
日
、
極
寒
の

中
、
一
期
生
16
人
が
札
幌
の
手
稲
山
登

山
を
実
施
。
巨
木
の
珍
し
い
コ
ケ
を
採

取
す
る
た
め
、
ク
ラ
ー
ク
が
背
の
高
い

黒
岩
を
指
名
。
長
靴
を
脱
い
で
恩
師
の

背
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
で

良
い
と
。

ク
ラ
ー
ク
の
寛
容
な
心
に
胸
打
た
れ

た
黒
岩
は
、
後
に
ク
ラ
ー
ク
が
「
イ
エ

ス
を
信
ず
る
者
の
誓
約
」
を
起
草
し
、

生
徒
に
署
名
を
求
め
た
際
、
一
番
に
署

名
し
た
。
卒
業
後
、
日
高
国
新に

い
か
っ
ぷ冠
御

料
牧
場
長
と
し
て
20
数
年
間
勤
め
、
畜

産
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
退
官

後
、
十
勝
国
直ち

ょ
く

別べ
つ

に
一
大
農
場
を
開

き
、「
直
別
の
聖
人
」
と
慕
わ
れ
た
。

内
田
瀞き

よ
し

内
田
は
一
期
生
の
中
で
も
、
特
に
北

海
道
の
開
拓
行
政
と
北
海
道
農
業
確
立

の
た
め
に
献
身
的
な
生
涯
を
送
っ
た
代

表
者
と
言
わ
れ
る
。
卒
業
後
、
殖
民
地

選
定
主
任
と
し
て
、
開
拓
の
基
本
と
な

る
土
地
選
定
、
区
画
割
を
成
し
遂
げ

た
。
ま
た
、
牛
・
緬
羊
の
飼
育
を
推
進

す
る
な
ど
混
同
農
業
を
実
践
し
、
今
日

の
「
米
ど
こ
ろ
上
川
穀
倉
地
帯
」
の

基
盤
を
築
い
た
。
遺
言
に
よ
り
遺
骨

は
鷹た

か
す栖
町
に
埋
め
ら
れ
、
お
墓
も
あ

る
。
ク
ラ
ー
ク
の
帰
国
後
も
文
通
し
て

お
り
、
そ
の
私
信
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

田
内
捨す

て
ろ
く六

農
学
校
時
代
、
夏
休
み
の
40
日
間
、

内
田
ら
と
石
狩
川
探
検
の
資
源
の
調
査

へ
。
明
治
14
年
、
開
拓
使
の
調
査
官
と

し
て
内
田
ら
と
90
日
間
の
東
北
海
道
調

査
を
行
い
、
翌
年
に
は
人
跡
未
踏
の
十

勝
平
野
に
入
り
、
入
植
し
た
ば
か
り
の

依
田
勉
三
（
十
勝
開
拓
の
父
）
ら
へ
助

言
を
与
え
た
。
九
州
天
草
か
ら
2
0
0

戸
の
移
民
を
計
画
し
た
り
し
た
が
、
志

半
ば
で
倒
れ
た
。

〈
漁
業
〉
広
井
勇い

さ
み

札
幌
農
学
校
2
期
生
で
、
ク
ラ
ー
ク

精
神
を
受
け
継
ぐ
近
代
築
港
学
、
橋
梁

学
の
祖
。

後
に
、
札
幌
農
学
校
教
授
を
経
て
東

京
帝
国
大
学
教
授
。
北
海
道
庁
技
師
を

兼
ね
、
今
は
一
大
観
光
地
と
し
て
知
ら

れ
る
小
樽
運
河
を
は
じ
め
、
函
館
、
室

蘭
、釧
路
な
ど
各
港
の
基
盤
を
築
い
た
。

小
樽
の
公
園
に
は
銅
像
が
あ
る
。

〈
農
業
〉
川
田
竜り

ょ
う

吉き
ち

・
男
爵

実
業
家
で
あ
っ
た
川
田
は
、1
9
0
6

年
、
函
館
ド
ッ
グ
再
建
の
た
め
専
務
取

締
役
に
就
任
。
同
年
、
七
飯
町
の
農
地

を
購
入
し
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
数
種
類
輸

入
し
た
馬
鈴
薯
の
中
か
ら
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
・
コ
ブ
ラ
ー
を
「
男
爵
い
も
」
と

し
て
栽
培
し
た
。
現
在
、じ
ゃ
が
い
も
生

産
の
8
割
は
北
海
道
だ
が
、
作
付
面
積

が
最
も
多
い
品
種
は
「
男
爵
い
も
」
だ
。

〈
観
光
〉
大
町
桂け

い

月げ
つ

文
人
・
桂
月
の
「
富
士
山
に
登
っ
て
、

山
岳
の
高
さ
を
語
れ
。
大
雪
山
に
登
っ

て
、
山
岳
の
大
き
さ
を
語
れ
」
と
言
う

言
葉
は
有
名
。
1
9
2
3
年
、
桂
月
の

紀
行
文
「
層
雲
峡
よ
り
大
雪
山
」
が
中

央
公
論
で
発
表
さ
れ
、
大
雪
山
が
一
躍

有
名
に
な
っ
た
。道
内
各
地
に
記
念
碑
・

歌
碑
が
あ
り
、
北
海
道
観
光
に
お
け
る

桂
月
の
功
績
は
大
き
い
。

土
佐
と
北
海
道
の
固
い
絆
、
さ
ら
に

高
知
の
「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
に
感

動
し
た
北
大
の
学
生
が
発
案
し
た

「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」。

今
や
国
内
外
、
約
2
7
0
チ
ー
ム

２
７
、0
0
0
人
が
参
加
し
、2
0
0
万

人
以
上
の
観
客
が
札
幌
に
集
う
一
大
イ

ベ
ン
ト
だ
。
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
、

姉
妹
町
が
7
つ
あ
り
、
固
い
絆
で
結
ば

れ
て
い
る
。

結　
び

50
年
前
、「
北
海
道
開
拓
1
0
0
年

事
業
」
の
「
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
の
旅
」

（
35
日
間
）
に
参
加
し
、ク
ラ
ー
ク
博
士

の
お
墓
に
献
花
礼
拝
し
て
き
た
が
、
北

海
道
開
拓
に
夢
を
か
け
た
土
佐
の
先
人

た
ち
を
は
じ
め
、全
て
の
人
た
ち
に「
屯

田
兵
3
世
」
の
一
人
と
し
て
、
心
か
ら

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

◎
参
考
文
献
―
札
幌
農
学
校（
図
書
出
版
社
）、

W・S・ク
ラ
ー
ク（
北
海
道
大
学
出
版
会
）、

土
佐
史
談
1
9
1
号（
土
佐
史
談
会
）

札幌に於けるクラーク先生

札幌農学校時代、
調査旅行姿の『土佐ボーイ』たち。

１
８
７
８
年
7
月
30
日
撮
影　

左
か
ら
、内
田
瀞
、

黒
岩
四
方
之
助
、田
内
捨
六　
（
北
海
道
立
総
合
博
物
館
所
蔵
）

（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
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「龍馬の思想と行動」テーマ

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
・
現
代
龍
馬
学
会
は
５
月
22
日
、
坂
本
龍

馬
記
念
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
13
回
総
会
・
研
究
発
表
会
を
開
催
し
た
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
今
年
も
引
き
続
き
そ
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
規

模
を
縮
小
し
、
大
き
く
形
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
開
催
の
運
び
と
な
っ

た
。
高
知
県
教
育
長
伊
藤
博
明
様
・
高
知
市
教
育
長
山
本
正
篤
様
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
が
、
来
賓
と
し
て
の
来
場
は
叶
わ
ず
、
書
面
で
の
披
露

と
な
っ
た
。
総
会
に
お
け
る
審
議
に
つ
い
て
は
昨
年
度
の
第
12
回
に
引
き

続
き
書
面
議
決
と
し
、
そ
の
結
果
が
会
場
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
。
昨
年

中
止
と
な
っ
た
研
究
発
表
会
は
予
定
通
り
５
名
の
講
演
・
発
表
が
お
こ
な

わ
れ
た
が
、
県
内
在
住
の
１
名
を
除
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
演
・
発
表

と
な
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
概
要
を
示
す
と
と
も
に
、
後
日

発
行
の
『
論
集
』
に
も
当
日
の
講
演
・
発
表
内
容
を
元
に
し
た
論
考
を
掲

載
す
る
予
定
で
あ
る
。

例
年
と
同
じ
会
場
を
設
け
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
ス
ク
リ
ー
ン
越
し
と

い
う
特
殊
な
開
催
形
態
と
な
っ
た
。
学
会
運
営
の
新
た
な
可
能
性
を
感
じ

つ
つ
、
来
年
は
通
常
開
催
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
「
宣
言
」
の
発
表

と
な
っ
た
。

特
別
講
演

大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
を
は
じ

め
、
幕
末
期
の
歴
史
を
扱
っ
た
映
像

作
品
の
多
く
に
、
時
代
考
証
の
立
場

で
関
わ
って
き
た
経
験
か
ら
、龍
馬
の

思
想
と
行
動
の
現
代
的
意
義
を
論

じ
た
。

最
大
の
意
義
は
、
龍
馬
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
魅
力
、
特
に
人
生
を
通
じ

た
思
想
的
成
長
が
見
ら
れ
る
点
で
あ

る
。
千
頭
清
臣
『
坂
本
龍
馬
』
に

あ
る
〝
長
刀
か
ら
短
刀
へ
、刀
か
ら
ピ

ス
ト
ルへ
、
ピ
ス
ト
ル
か
ら
万
国
公
法

へ
〟
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
フ
ィ
ク
シ
ョン
だ

が
、
そ
の一部
は
龍
馬
の
書
状
の
内
容

に
基
づ
い
て
お
り
、
龍
馬
の
視
野
・
立

場
、
そ
し
て
価
値
観
の
広
が
り
を
象

徴
す
る
話
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
龍
馬
の
成
長
過
程
は
、
ま

ず
「
土
佐
人
」
と
し
て
ペ
リ
ー
来
航

に
遭
遇
す
る
な
ど
「
草
莽
の
士
」
の一

人
と
し
て
始
ま
り
、次
に
久
坂
玄
瑞・

勝
海
舟
等
と
の
出
会
い
を
経
て
「
日

本
人
」
と
し
て
の
活
動
に
従
事
す
る

な
か
で
反
幕
府
勢
力
の
結
集
に
役
割

を
果
た
し
、
ま
た
亀
山
社
中
・
海
援

坂本龍馬の現代的意義 
―モデル喪失と創出の時代を迎えて―

日本芸術文化振興会監事
東京学芸大学名誉教授

大石 学
隊
で
の
活
動
を
通
じ
て
「
国
際
人
」

と
し
て
の
片
鱗
を
見
せ
た
。

海
援
隊
約
規
に
も
、
龍
馬
の
独
自

性
が
垣
間
見
え
る
。
約
規
に
は
、
自

由
意
志
に
よ
る
参
加
、
組
織
概
要
と

藩
支
援
の
安
定
性
、組
織
統
治
（
コ
ー

ポ
レ
イ
ト・ガ
バ
ナ
ン
ス
）、遵
法
（
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）、
組
織
内
教
育
、ベン

チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
の
奨
励
、
が
謳
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
近
代
企
業
精
神
に
通

じ
る
先
駆
的
な
内
容
で
あ
る
。
こ
れ

と
比
較
し
て
同
時
代
の
他
の
組
織
の

綱
領・規
約
を
み
れ
ば
、土
佐
勤
王
党

「
盟
約
文
」
は
理
念
的
・
抽
象
的
、

新
選
組
「
局
中
法
度
」
は
理
念
的
・

精
神
的
で
、
海
援
隊
約
規
と
の
差
は

大
き
い
。
高
杉
晋
作
に
よ
る
「
奇
兵

隊
結
成
綱
領
」
は
平
等
主
義
や
業
績

主
義
な
ど
先
進
性
も
見
ら
れ
る
が
、

あ
く
ま
で
非
常
時
に
お
け
る
軍
事
組

織
の
規
律
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
拡
大
が
進
む
な

か
、
自
国
優
先
主
義
や
地
域
間
格

差
・
対
立
が
顕
在
化
す
る
今
日
、
坂

本
龍
馬
の
思
想
と
行
動
の
検
討
は

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。〝
o
r
、

e
x
c
l
u
s
i
o
n
（
排
除
に
よ

る
均
質
化
）〟
で
は
な
く
〝
a
n
d
、

i
n
c
l
u
s
i
o
n
（
包
摂
に
よ

る
多
様
化
）〟
の
精
神
と
と
も
に
、龍

馬
に
典
型
さ
れ
る
日
本
型
・
江
戸
型

モ
デ
ル
を
再
認
識
し
、
そ
れ
を
世
界
・

未
来
へ
発
信
す
る
こ
と
の
意
義
が
問

わ
れ
て
い
る
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン



3・現代龍馬学会

研
究
発
表

鹿児島県立短期大学
名誉教授（吉田本家末裔）

網屋　喜行

海南政典の「藩政機構」改革と
石尾芳久氏のウェーバー「官僚制論」に依拠した分析

土
佐
法
制
史
に
お
け
る
重

要
法
典
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ

る
海
南
政
典
に
つい
て
、海
南
政

典
研
究
の
第
一人
者
で
あ
る
石

尾
芳
久
氏
の
研
究
に
お
け
る
分

析
手
法
を
紹
介
す
る
形
で
、
そ

の
内
容
と
意
義
を
論
じ
た
。

海
南
政
典
は
、
山
内
容
堂

の
意
を
う
け
て
吉
田
東
洋
が

編
纂
し
た
法
規
で
、
文
久
元

（
１
８
６
１
）
年
に
脱
稿
、翌
年

「
職
守
」
篇
が
実
施
さ
れ
た
。

吉
田
東
洋
の
目
的
は
、海
南
政

典
に
よって
「
藩
政
機
構
」
を

「
合
理
的
官
僚
制
」
化
す
る

こ
と
で
、
そ
の
官
僚
制
改
革
の

柱
は
、
第
一が
人
材
抜
擢
の
制

度
化
、
第
二
が
近
習
・
外
官
の

兼
任
の
禁
止（
藩
政
と
家
政
の

分
離
）
で
あ
っ
た
。

石
尾
氏
の
研
究
の
特
徴
は
、

海
南
政
典
が
官
僚
の
「
近
習・

外
官
」
峻
別
制
を
と
っ
た
点
を

重
視
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、そ
の
意
義
を
ウェー
バ
ー
著

「
官
僚
制
論
」
の
論
理
を
用

い
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
独

自
性
が
認
め
ら
れ
る
。

国立大学法人愛媛大学
社会連携推進機構教授

坂本世津夫

明智光秀と龍馬
明
智
光
秀
に
「
謀
反
人
」
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
た
め

か
、
明
智
光
秀
と
土
佐
と
の
関

係
が
論
じ
ら
れ
る
機
会
は
少
な

い
。
こ
の
課
題
を
解
消
す
る一助

と
す
る
た
め
、
時
代
を
超
え
た

繋
が
り
が
あ
る
と
考
え
る
明
智

光
秀
と
坂
本
龍
馬
と
の
関
係
に

つい
て
、
私
見
を
述
べ
た
。

か
つ
て
坂
本
城
が
あ
っ
た
地

（
高
知
県
南
国
市
亀
岩
）
に

は
、
近
年
の
墓
石
で
は
あ
る
が
、

坂
本
家
の
先
祖
が
明
智
左
馬

之
助
（
光
春
）
で
あ
る
旨
が
書

か
れ
た
墓
も
あ
る
。
坂
本
龍
馬

の
先
祖
に
あ
た
る
坂
本
太
郎
五

郎
の
墓
は
、
亀
岩
の
隣
の
谷
で

あ
る
才
谷
に
あ
る
。
研
究
手
法

と
し
て
仮
説
を
立
て
る
こ
と
の

重
要
性
を
指
摘
し
、
こ
の
よ
う

な
口
伝
や
伝
承
等
を
根
拠
に
、

坂
本
太
郎
五
郎
は
明
智
光
秀

の
実
子
で
は
な
い
か
、等
の
新
た

な
仮
説
を
提
示
し
た
。

高知県立坂本龍馬記念館
学芸課長

前田由紀枝

『新葉和歌集』を手がかりに龍馬の思想と歌心を考える
―龍馬の精神風土と皇国への思い

坂
本
家
に
根
付
い
た

歌
詠
み
の
風
土
を
紹
介

し
、そ
れ
が
龍
馬
に
与
え

た
影
響
を
考
察
し
た
。

坂
本
家
に
は
、
龍
馬

の
曽
祖
父
で
あ
る
井
上

好
春
か
ら
続
い
た
歌
人

と
し
て
の
系
譜
が
あ
り
、

生
真
面
目
な
歌
風
と
し
て
そ
れ
は
龍
馬
に
も
受
け
継
が

れ
た
。
龍
馬
の
書
簡
か
ら
は
、
龍
馬
に
和
歌
を
含
む
古

典
に
つい
て
の
浅
く
な
い
知
識
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
花
鳥

風
月
に
人一倍
の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
、南
北
朝
時
代
の
南
朝
の
人
物
の
歌
を

集
め
た
『
新
葉
和
歌
集
』
が
注
目
さ
れ
る
。
龍
馬
が
そ

れ
を
南
朝
へ
思
い
を
致
す
た
め
の
座
右
の
書
と
位
置
づ
け

よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、幕
末
の
志
士
を
鼓
舞
す
る
目
的

で
『
新
葉
和
歌
集
』
を
復
刻
出
版
し
た
松
浦
武
四
郎
と

の
「
皇
国
」
観
を
介
し
た
繋
が
り
が
う
か
が
え
る
こ
と

等
、龍
馬
の
「
志
」
を
分
析
す
る
た
め
に
重
視
す
べ
き
要

素
で
あ
る
。

株式会社便利堂
コロタイプ研究所所長

山本　修

入
社
以
来
40
年
携
わ
って
き

た
自
身
の
経
験
に
基
づ
き
、
コ

ロ
タ
イ
プ
と
い
う
印
刷
技
術
の

特
徴
と
意
義
を
論
じ
た
。

ゼ
ラ
チ
ン
を
版
に
用
い
る
コ
ロ

タ
イ
プ
の
特
性
と
し
て
、
本
来

モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
印
刷
技
術
で

あ
る
こ
と
、
印
刷
物
の
拡
大
表

示
に
強
み
を
持
つ
こ
と
、
耐
久

性
に
優
れ
る
こ
と
、
大
量
印
刷

に
向
か
な
い
こ
と
、手
間
と
コ
ス

ト
が
掛
か
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
、メ
リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ
ト
が

はっ
き
り
し
て
い
る
。現
代
に
お

い
て
は
、
カ
ラ
ー
化
を
実
現
し

た
こ
と
で
、
文
化
財
の
複
製
や

復
元
に
そ
の
特
性
が
活
か
さ
れ

て
い
る
。

印
刷
ま
で
の
具
体
的
な
過

程
を
、
昨
年
度
高
知
県
立
坂

本
龍
馬
記
念
館
に
納
品
し
た

龍
馬
書
簡
の
複
製
制
作
を
事

例
と
し
て
、
映
像
に
ま
と
め
て

提
示
し
た
。
撮
影
・
製
版
・
校

正・印
刷
と
い
う一連
の
工
程
に
、

職
人
の
熟
練
の
技
術
が
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

コロタイプ技術で龍馬の手紙を複製する
～１００年以上前から続く古い写真印刷技術の話～

※
オ
ン
ラ
イ
ン

※
オ
ン
ラ
イ
ン

※
オ
ン
ラ
イ
ン

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
・
現
代
龍
馬
学
会

第
13
回
総
会
書
面
議
決
の
ご
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、２
０
２
１

年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
等
の
総
会
審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
書
面
議
決
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

会
員
数　

１
２
０
名

第
１
号
議
案
（
１
）（
２
）（
３
）

承
認
67
名　

不
承
認
０
名　

回
答
な
し
53
名

第
２
号
議
案
（
１
）（
２
）

承
認
67
名　

不
承
認
０
名　

回
答
な
し
53
名

第
３
号
議
案

承
認
67
名　

不
承
認
０
名　

回
答
な
し
53
名

以
上
に
よ
り
規
約
第
９
条
（
議
決
）
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
議

案
に
つ
い
て
、
過
半
数
の
承
認
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
・
現
代
龍
馬
学
会

�

会
長　

宮　

英
司
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時
混
乱
に
お
と
し
い
れ
た
」
と
あ
る
。

息
詰
ま
る
封
建
社
会
へ
の
鬱
屈
を
集
団

乱
舞
で
晴
ら
そ
う
と
す
る
民
衆
の
姿
こ
そ
が

「
よ
り
正
し
い
歴
史
だ
と
い
う
歴
史
観
」
が

教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
根
本
に
あ
る
だ
ろ

う
。
歴
史
を
龍
馬
の
よ
う
な
個
人
に
焦
点

を
あ
て
て
記
載
す
る
の
で
は
な
く
、
百
姓
一

揆
・
え
え
じ
ゃ
な
い
か
・
米
騒
動
・
安
保
闘

争
な
ど
民
衆
運
動
を
重
視
し
て
書
く
べ
き

だ
と
の
思
想
だ
。
そ
の
中
で
も
教
科
書
に

載
せ
る
の
に
穏
当
な
の
が
こ
の
「
え
え
じ
ゃ

な
い
か
」
だ
。
逮
捕
者
な
ど
が
出
な
か
っ
た

歴
史
事
象
だ
か
ら
だ
。
集
団
乱
舞
で
時
代

の一新
を
求
め
た
民
衆
の
姿
と
い
う
評
価
で

あ
ろ
う
。

高
校
時
代
に「
山
川
の
日
本
史
」で
学
ん

で
き
た
者
が
教
科
書
制
作
の
裏
側
を
想
像

す
る
な
ん
て
。
そ
れ
も
ま
た
感
慨
が
深
い
。

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会
〒 781-0262 高知市浦戸城山 830

TEL（088）841- 0001　FAX（088）841- 0015
mail:gendai-ryoma@kochi-bunkazaidan.or.jp

コラム・龍馬のこと

「走れ、走れ、龍馬のごとく駆け抜けよ!」
同志社大学アメリカンフットボール部の同輩が贈ってくれた
御養子さま（夫）へのメッセージ。
山本家三代女系家族の蔵元に婿入りした中村彰宏さま。
酒が飲めるぞ、酒が飲めるぞ、酒が飲めるぞ。五十四年前お見合い結
婚。酒が好きだったばっかりに斜陽産業の蔵元の跡継ぎに･･･
「オンシャー（お前）は関係ない。おらぁ酒に惚れたがよ」。
４年前に旅立つまで愛の囁き一切なし。四万十の『ダバダ火振』栗焼酎を
世に出し、百年ぶりに男子四人の子孫を残し山本家を守った。
龍馬さん。京都の最期のお酒はどんな味?
龍馬は軍鶏鍋、愛しの夫は鯨肉好き。
「オンシャーばあ酔うたんぼ（酔っ払い）に
寛大なおなご（女）はおらざった」と宣うた。
愛すべき酔っ払い様と一度、泥酔してみたかった。
四万十の龍馬、男の中の男。
わが人生薔薇色じゃった。

四万十で、龍馬のごとく

山本　紀子（『無手無冠』酒造・取締役）

「狂人」
石川　明美（山梨龍馬会甲斐援隊 会長）

“ 話してみるかよ ”

こ
ぼ
れ
話
ー　

犬
歩
棒
当
記
（
四
十
六
）
ー

え
え
じ
ゃ
な
い
か
！

宮 

川
　
禎 

一

最
近
、
書
店
で
『
新
・
も
う一度
読
む
山

川
の
日
本
史
』
を
手
に
取
って
、
幕
末
史
の

あ
た
り
を
パ
ラ
パ
ラ
見
て
い
た
ら
京
都
国
立

博
物
館
所
蔵
の
『
近
世
珍
話
』
と
い
う
マ

イ
ナ
ー
な
絵
巻
の
中
の「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」

の
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
驚
い
た
。
筆
者
が

よ
く
龍
馬
展
で
展
示
し
て
き
た
の
で
図
録

に
も
掲
載
し
た
も
の
だ
が
、高
校
の
歴
史
教

科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
た
と
は
…
。
調
べ
て

み
る
と
、
以
前
は
江
戸
時
代
後
期
の
錦
絵

に
あ
る
伊
勢
御
蔭
参
り
の
狂
乱
の
様
子
を

揚
げ
て
い
た
の
だ
が
、近
年
に
な
って
、慶
応

三
年
に
京
都
で
え
え
じ
ゃ
な
い
か
を
実
際
に

目
撃
し
た
絵
師
の
前
川
五
嶺
が
「
実
景
と

し
て
描
い
た
こ
の
図
」
に
替
わ
っ
た
の
だ
。

二
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
収
蔵
庫
の
中
で
ほ

ぼ
眠
って
い
た
絵
巻
を
掘
り
出
し
て
展
示
紹

介
し
た
筆
者
な
の
で
、
日
本
史
の
教
科
書
に

載
る
な
ん
て
「
出
世
し
た
な
あ
」
と
の
感
慨

が
深
い
が
、考
え
て
み
る
と
な
ぜ
教
科
書
に
こ

れ
が
載って
い
る
の
か
。もっと
違
う
場
面
で
も

いい
は
ず
だ
。例
え
ば
二
条
城
で
の
大
政
奉
還

の
場
面
と
か
の
方
が
筆
者
に
は
重
要
だ
と
思

う
が
、
載
って
い
な
い
（
明
治
以
降
の
歴
史
画

し
か
な
い
か
ら
か
）。

思
う
に
「
歴
史
と
は
民
衆
が
動
か
す
も

の
だ
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
的
歴
史
観
に

合
致
す
る
の
が
こ
の
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」

だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
教
科
書
で
は
「
慶
応

３
年
、
東
海
・
畿
内一帯
の
民
衆
の
間
で
は
、

熱
狂
的
な
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
の
集
団
乱

舞
が
発
生
し
、
こ
の
「
世
直
し
」
を
期
待

し
た
民
衆
運
動
は
幕
府
の
支
配
秩
序
を
一

前川五嶺筆「ええじゃないか図」部分
（『近世珍話』慶応三年　京都国立博物館蔵）

龍馬の許
いいなづけ

婚
千葉佐那（2）

千葉さな子に「おまえは狂人だ」と言ったのは父定吉です。さな子のイ
メージからは程遠い言葉です。
明治 26（1893）年 8月、山梨県甲府市の小田切謙明宅にさな子が滞在
した時、山梨日日新聞記者･山本節のインタビューを受けました。同月22
日付の記事「坂本龍馬氏の未亡人を訪う」の中で 3度にわたり、さな子
は自らを「狂人」と語っています。
記事によると、父千葉定吉がさな子に嫁ぐか別家して夫を迎えることを
勧めたものの、時代は乱れ、英傑は剣を持って立ち、国のため血を流そ
うと構えている様相。さな子も身を持って国に尽くそうと思っており、結
婚など考えていませんでした。そのため、定吉は「おまえは狂人だ」と大
声で言うようになったということです。
本文を要約すると、『坂本龍馬氏が、彼女（さな子）の父君に妻にした
いと求めた。父君は「家の娘は狂人なのを良く知っているはずだ。だがあ
なたが狂人を嫁にする気があるなら拒むことはない」として、さな子にそ
のことを話した。彼女に強いたわけではない。彼女は父君の命に従い、
「天下が鎮まるのを待って結婚式を挙げたい」と言った。父君も坂本氏
も「それでよい」と言うことになった。彼女（の年）は 21か 2』。
坂本龍馬、千葉定吉、
さな子の声が聞こえて
きそうな記事です。狂
人・狂った人は言い過
ぎですが、動じない人
だったと感じます。今、
千葉さな子は山梨県甲
府市朝日町「清運寺」
小田切家の墓地に眠っ
ています。

生涯酒を愛した山本彰宏

千
葉
さ
な
子
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

＝
明
治
26
年
8
月
22
日
付　

山
梨
日
日
新
聞

山
本
紀
子
書




